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悟

西
暦
六
百
年
代

の
末
に
中
国

へ
入
つ
た
訳
経
家
達
摩
流
支

(菩
提
流

志
)
に
よ

つ
て
、
長
寿
二
年

(
六
九
三
)
に
訳
出
さ
れ
た
経
典
の
中
に
宝

雨
経
十
巻
が
有
る
。
仏
が
止
蓋
菩
薩
に
対
し
て
菩
薩
行
の

一
々
に
つ
い

て
詳
細
に
説
き
明
か
す
と
い
う
結
構
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
宝
雨
経
に

つ
い
て
、
時
の
政
情
と
関
係
が
有
る
と
考
え
ら
れ
る
要
素
が
存
在
す
る

(1
)

こ
と
を
矢
吹
慶
輝
博
士
が
公
け
に
し
て
お
ら
れ
る
。

い
ま
、
氏

の
所
説

の
お
よ
そ
を
記
す
に
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

先
ず
、

則
天
武
后
時
代
に

「金
仙
降
旨
、
大
雲
之
偶
先
彰
、
玉
震
披
祥
、
宝
雨
之
文

後
及
」
「大
雲
発
其
遽
慶
、
宝
雨
兆
其
殊
禎
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
武
后
の

革
命

(武
周
革
命
)
と
宝
雨
経
と
に
縁
由
有
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
果

た
せ
る
か
な
、
大
雲
経
を
表
進
し
て
革
命
翼
賛
に
つ
と
め
た
醇
懐
義

・
法
明

の
徒
輩
が
宝
雨
経
訳
出
に
参
加
し
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
し
こ
う
し
て
、

「本
経
が
何
故
に
武
周
革
命
の
資
助
た
り
し
か
は
今
明
文
を
閾
く
」

と
し
乍
ら
も
、
同
経
巻
三
の
菩
薩
の
現
逆
を
説
く
部
分
、
す
な
わ
ち

云
何
菩
薩
除
遣
悪
作
方
便
善
巧
、
謂
此
菩
薩
見
諸
有
情
造
無
間
罪
、
及
起

一

切
諸
不
善
業
、
失
心
憂
悔
菩
薩
往
彼
作
如
是
言
、
善
男
子
、
云
何
失
心
憂
悔

而
住
、
彼
有
情
言
、
大
士
、
我
造
無
間
諸
不
善
業
、
恐
於
長
夜
受
諸
苦
悩
、

無
利
益
故
、
不
安
楽
故
、
以
是
因
縁
失
心
憂
悔
、
是
時
菩
薩
為
彼
有
情
広
説

正
法
、
令
深
悔
過
受
菩
薩
戒
、
若
此
有
情
未
能
悔
過
、
是
時
菩
薩
欲
令
彼
人

心
生
信
伏
、
為
現
神
通
広
説
彼
人
思
惟
之
事
、
有
情
由
是
於
菩
薩
所
生
信
伏

心
歓
喜
信
楽
、
生
信
楽
已
根
性
成
熟
、
菩
薩
為
彼
広
説
妙
法
、
彼
人
即
能
順

領
受
、
菩
薩
又
復
於
彼
人
前
化
作
父
母
説
如
是
言
、
汝
可
観
之
、
我
即
是
汝

同
伴
丈
夫
、
汝
莫
悔
過
此
所
造
業
、
畢
寛
不
堕
捺
洛
迦
中
、
亦
不
退
失
利
益

安
楽
、
如
是
説
已
、
即
便
殺
所
現
父
母
、
菩
薩
於
彼
有
情
之
前
示
現
神
変
、

彼
人
思
惟
、
有
智
之
者
尚
殺
父
母
不
失
神
通
、
況
我
無
智
而
造
此
業
、
堕
捺

洛
迦
退
於
利
楽
、
爾
時
菩
薩
為
彼
有
情
演
説
妙
法
、
令
其
悪
業
漸
得
微
、
猶

如
蚊
翼
、
是
名
菩
薩
除
遣
悪
作
便
方
善
巧

の
文
を
挙
げ
、
次
い
で
、
懐
義

一
派

の
や
り
口
か
ら
推
し
て

「
右
の
経

文
の
如
き
は
特
に
武
后
の
非
違
を
弁
護
す
る
に
頗
る
切
実
の
文
字
と
す
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べ
し
」

と
述
べ
る
な
ど
し
て
い
る
。

右

の
次
第
に
よ
つ
て
見
る
に
、
矢
吹
博
士
は
、
こ
の
現
逆
が
武
后
に

と
つ
て
、
己
が
非
を
弁
護
し
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
喜
ば
れ
た
も
の
と

解
し
た
よ
う
で
あ
る
。

武
后
政
権
が
成
立
す
る
ま
で
の
過
程
や
、
革
命
以
後
に
お
け
る
種

々

の
動
き
を
見
る
に
、
非
常
手
段
と
錐
も
、
見
方
に
よ
つ
て
は
容
認
さ
れ

る
べ
き
も

の
で
あ
る
と
の
説
を
経
文
中
に
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
武

后

一
派

に
と
つ
て
都
合
の
よ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
す
べ
く
も
な

い
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
こ
と
が
、
宝
雨
経
が
大
雲
経
と
と
も
に
重
ん

ぜ
ら
れ
た
理
由
と
解
す
る
の
は
い
さ
さ
か
不
安
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
宝
雨
経
は
い
わ
ゆ
る
単
訳
経
で
は
な
く
、
本
経

の
他

に
、
梁

・
曼
陀
羅
仙
訳
の
宝
雲
経
七
巻
及
び
曼
陀
羅
仙

・
僧
伽
婆
羅
共

訳
の
大
乗
宝
雲
経
七
巻
、
宋

・
法
護

の
除
蓋
障
菩
薩
所
問
経
二
十
巻
と

い
う
よ
う
な
三
通
り
の
訳
が
存
し
て
い
る

の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
諸
本

は
、
い
ち
お
う
、

同
本
異
訳
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
原
本
そ
れ
自
体

が
幾
ら
か
違
つ
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
四
本
を
対
照
し
て
見
る
と
、
内

(
2
)

容
に
若
干

の
出
入
が
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
菩
薩

の
現
逆

の
こ
と

(
3
)

は
、
矢
吹
博
士
も
指
摘
さ
れ
る
が
如
く
、
宝
雲
経
や
大
乗
宝
雲
経
に
も

見
ら
れ
る
要
素
で
あ
つ
て
、
な
に
も
、
唐
訳
に
お
い
て
初
め
て
見
ら
れ

る
要
素
で
は
な
い
。
た
だ
、

こ
こ
に
挙
げ
た
二
本
と
唐
経
と
の
間
に
は

文
章
の
長
短
が
あ
り
、
唐
経
が
最
も
長
文

で
あ
る
。
そ
う
は
言

つ
て

も
、
経
文
全
体
の
分
量
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
唐
経
に
て
特
に
菩
薩
の
現

逆
を
詳
説
し
た
と
も
と
れ
な
い
の
で
あ
る
。
説

述

の
内
容

を
も

つ
て

も
、
そ
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「現
逆
云
々
」
と

い
う
.
 
こ
と
が
、
宝
雨

経
が
大
雲
経
と
並
び
も
て
は
や
さ
れ
る
理
由
で
あ

つ
た
と
は
考
え
ら
れ

な
く
な
る
の
で
あ
る
。
革
命
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
の
は
、

こ
れ
と
は
別

の
部
分
で
は
な
か
つ
た
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
し
か
ら

ば
、
よ
り
妥
当
性
が
有
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
は
ど
こ
か
と
い
う
に
、

そ
れ
は
、
宝
雨
経
の
初
め
に
在
る
所
の
月
光
天
子
に
関
す
る

一
文
で
あ

る
。
以
下
こ
れ
に
つ
い
て
述

べ
て
み
よ
う
。

二

先
に
も
若
干
述

べ
た
如
く
、
法
雨
経
の
四
訳
を
対
照
し
て
見
る
に
、

内
容
に
異
同
出
入
が
有
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
そ
の
出

入
の
場
合
、
あ
る
要
素
が
、
四
本
中
三
本
に
有

つ
て

一
本
に
は
欠
く
と

い
う
よ
う
な
場
合
と
、
四
本
中
三
本
に
無
く
て

一
本
に
の
み
存
在
す
る

と
い
う
よ
う
な
場
合
と
が
有
る
。
当
面

の
問
題

に
お
い
て
は
、
後
者
の

場
合
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、

四
本
中

一
本
に
欠
く

と
い
う
こ
と
は
有
り
が
ち
で
あ
る
が
、
四
本
中

一
本
に
の
み
存
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
前
の
場
合
に
よ
り
も
不
自
然
さ

が
大
き

い
か
ら
で
あ

る
。さ

て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
前
提
と
し
て
見

て
ゆ
く
に
、
唐
経
に
は

他
の
三
本
に
は
そ
の
痕
跡
す
ら
存
し
な
い
所
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る

宝
雨
経
を

め
ぐ

る
若
干

の
考
察

(
滋
野
井
)
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こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
つ
と
も
、
梁
経
よ
り
も
唐
経
の
方
が
内
容
が
増

し
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
唐
経
に
お
い
て
初
め
て
見

ら
れ
た
要
素
が
、
よ
り
内
容

の
多
い
宋
経
に
お
い
て
は
そ
の
痕
跡
す
ら

存
し
な

い
と
い
う
こ
と
に
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
以
下
、

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
眺
め
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

先
ず
、
説
明
の
都
合
上
、
問
題
と
な
る
部
分
を
原
文
の
ま
ま
、
そ
の

前
後
を
要
約
し
て
記
す
に
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

仏
、
伽
那
山
頂
に
大
芯
傷
衆
七
万
二
千
人
と
と
も
に
在
し
ま
せ
り
。
又
、
八

万
四
千
の
一
生
補
処
の
菩
薩
や
賢
護
菩
薩
を
始
め
と
す
る
十
六
善
大
丈
夫
あ

り
、
無
量
百
千
の
諸
竜
王
子

・
諸
竜
王
采
女
等
あ
り
て
仏
を
囲
続
す
。
時
に

世
尊
、
頂
上
よ
り
大
光
明
を
放
っ
て
衆
会
を
蔽
い
た
ま
う
。
そ
の
光
普
ね
く

十
方

一
切
世
界
に
満
ち
た
り
。

爾
時
東
方
有

一
天
子
名
日
月
光
、
乗
五
身
雲
来
詣
仏
所
、
右
逡
三
匝
頂
礼
仏

足
退
坐

一
面

仏
告
天
日
、
汝
之
光
明
甚
為
希
有
、
天
子
、
汝
於
過
去
無
量
仏
所
、
曾
以
種

香
花
珍
宝
厳
身
之
物
衣
服
臥
具
飲
食
湯
薬
、
恭
敬
供
養
種
諸
善
根
、
天
子
、

由
汝
曾
種
無
量
善
根
因
縁
、
今
得
如
是
光
明
照
耀
天
子
、
以
是
縁
故
、
我
浬

葉
後
時
分
、
第
四
五
百
年
中
法
欲
滅
時
、
汝
於
此
謄
部
洲
東
北
方
摩
詞
支
那

国
、
住
居
阿
韓
蹟
致
、
実
是
菩
薩
故
現
女
身
為
自
在
主
、
経
於
多
歳
正
法
治

化
、
養
育
衆
生
猶
如
赤
子
、
令
修
十
善
能
於
我
法
広
大
住
持
建
立
塔
寺
、
又

以
衣
服
飲
食
臥
具
湯
薬
供
養
沙
門
、
於

一
切
時
常
修
梵
行
、
名
日
月
浄
光
天

子
、
然

一
切
女
人
身
有
五
障
、
何
等
為
五
、

一
者
不
得
作
転
輪
聖
王
、
二
者

帝
釈
、
三
者
大
梵
天
王
、
四
者
阿
稗
蹟
致
菩
薩
、
五
者
如
来
、
天
子
、
然
汝

於
五
位
之
中
当
得
二
位
、
所
謂
阿
韓
践
致
及
輪
王
位
、
天
子
、
此
為
最
初
瑞

相
、
汝
於
是
時
受
王
位
已
、
彼
国
土
中
有
山
涌
出
五
色
雲
現
、
当
彼
之
時
、

於
此
伽
耶
山
北
亦
有
山
現
、
天
子
、
汝
復
有
無
量
百
千
異
瑞
、
我
今
略
説
、

而
彼
国
土
安
隠
豊
楽
人
民
熾
盛
甚
可
愛
楽
、
汝
応
正
念
施
諸
無
畏
、
天
子
、

汝
於
彼
時
住
寿
無
量
、
後
当
往
詣
観
史
多
天
宮
、
供
養
承
事
慈
氏
菩
薩
、
乃

至
慈
氏
成
仏
之
時
、
復
当
与
汝
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
記

爾
時
月
光
天
子
、
従
仏
世
尊
聞
授
記
已
、
踊
躍
歓
喜
身
心
泰
然
、
従
座
而
起

逡
仏
七
匝
頂
礼
仏
足
、
即
捨
宝
衣
厳
身
之
具
、
奉

上
於
仏
作
如
是
言
、
世

尊
、
我
於
今
者
親
在
仏
前
得
聞
如
是
本
末
因
縁
、
授
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提

記
已
獲
大
善
利
、
作
是
語
已
逡
仏
三
匝
退
坐
一
面

そ
の
時
、
東
方
殖
伽
沙
世
界
を
過
ぎ
て
世
界
あ
り
。
蓮
花
と
名
つ
く
。
そ
の

仏
、
蓮
花
眼
如
来
応
正
等
覚
明
行
円
満
善
逝
世
間
解
無
上
丈
夫
調
御
士
天
人

師
仏
薄
伽
梵
と
号
す
。
釈
迦
牟
尼
如
来
の
放
た
れ
し
光
明
そ
の
国
に
至
る

や
、
大
衆
の
歓
喜
倍
増
す
。
こ
の
国
に
止
蓋
菩
薩
あ
り
、
蓮
花
眼
如
来
の
も

と
に
至
り
て
そ
の
故
を
問
い
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
索
迦
世

界
に
至
り
て
多
く
の
問
を
発
す

と
あ
つ
て
、
以
下
止
蓋
菩
薩
の
問
に
答
え
る
と
い
う
形
で
も
つ
て

一
千

の
法
門
が
開
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
に
原
文
で
掲
げ
た
部
分
は
、
唐
経
に
お
い
て
の
み
存
す
る
要
素
で

あ
る
。
他
本
に
見
ら
れ
ぬ
要
素
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
問
題
で
あ
ろ
う

が
、
か
か
る

一
段
が
在
存
す
る
こ
と
は
、
教
説

の
進
め
方
か
ら
言
つ
て

も
不
自
然

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
原
文
部
分
を
見
る
忙
、
次
の
よ
う
な
文
が
見
つ
か
る
の

-46-



で
あ
る
。

第

一
は

「我
浬
葉
後
最
後
時
分
、
第
四
五
百
年
中
、
法
欲
滅
時
、
汝

於
此
購
部

洲
東
北
方
摩
詞
支
那
国
、
位
居
阿
韓
蹟
致
、
実
是
菩
薩
故
現

女
身
為
自
在
主
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
第
二
は
、
「
然

一
切
女
人
身
有

五
障
、
何
等
為
五
、

一
者
不
得
作
転
輪
聖
王
、

二
者
帝
釈
、

三
者
大
梵

天
王
、
四
者
阿
韓
蹟
致
菩
薩
、

五
者
如
来
、
天
子
、
然
汝
於
五
位
之
中

当
得
二
位
、

所
謂
阿
韓
蹟
致
及
輪
王
位
」
で
あ
る
。
第
三
に

「彼
国
土

中
有
山
涌

出
」
で
あ
り
、
第
四
に

「
後
当
往
詣
観
史
多
天
宮
、
供
養
承

事
慈
氏
菩
薩
、

乃
至
慈
氏
成
仏
之
時
、
復
当
与
汝
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩

提
記
」
で
あ
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
の

一
々
に
つ
い
て
、
何
故
問
題
と
な

る
か
を
述

べ
て
見
よ
う
。

第

一
の
、
贈
部
洲
の
東
北
方
摩
詞
支
那
国
に
女
性
と
し
て
出
現
し
、

正
法
も
て
治
め
る
と
い
う
こ
と
は
大
い
に
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

何
故
か
と

い
う
に
、
贈
部
洲
の
東
北
方
摩
詞
支
那
国
と
い
う
の
は
中
国

の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
仏
典
中
に
か
か
る
国
名
が
登
場
す
る
こ
と
自

体
が
問
題

に
な
る
の
み
な
ら
ず
、
訳
出
当
時
、
中
国
に
て
は
武
周
革
命

が
行
な
わ
れ
て
い
て
、
中
国
史
上
、
空
前
絶
後
の
女
帝
-
則
天
武
后
ー

が
君
臨
し

て
い
た
と
い
う
事
実
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

高
祖

・
太
宗

・
高
宗
と
承
け
継
が
れ
て
き
た
唐
室
が
、
た
と
え

一
時

な
り
と
は
言
え
武
后
に
よ
つ
て
と
つ
て
代
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
の
裏
に

は
、
政
治
的

・
社
会
的
な
面
に
お
い
て
大
き
な
事
情
が
存
し
た
こ
と
申

す
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
事
情
が
い
か
に
あ
ろ
う
と
、
武
后

は
女
人
の
身
で
あ
る
。
中
国
の
伝
統
か
ら
言

つ
て
、
女
性
の
身
を
も

つ

て
中
国
に
君
臨
す
る
こ
と
は
、
有
り
得
べ
か
ら
ざ

る

こ
と
な

の
で
あ

る
。
か
か
る
障
碍
を
乗
り
越
え
ん
と
し
て
い
ろ
い
ろ
の
策
が
構
ぜ
ら
れ

た
こ
と
、
広
く
人

々
の
知
る
所
で
あ
る
。
女
主
君
臨
を
正
当
づ
け
る
か

の
如
き
大
雲
経
の
文
ー

「
以
女
身
当
王
国
土

(曇
無
識
訳
大
方
等
無
想
経

で
は
巻
四
に
存
す
る
)」
1
を
取
り
上
げ
て
大
い
に
宣
伝

し
た
如

き
、
そ

の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
大
雲
経
が
女
帝
君
臨
の
道
を
開
い
た
も
の
と

し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
雲
経
寺
設
置
の
い
き
さ
つ
か
ら
明
ら

(4
)

か
で
あ
る
。
宝
雨
経
は
女
帝
君
臨
の
道
を
開
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
何

と
な
れ
ば
、
革
命
後
の
訳
出
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
宝
雨
経
に
も

女
主
君
臨
の
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

時

は
第
四

の
五
百

(5
)

年
、

所
は
中
国
と
明
言
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
武
后
や
そ
の
周
囲

の
人
々
に
と
つ
て
、
ま
こ
と
に
好
都
合
な
も
の
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

武
后
に
お
も
ね
る
人

々
が
、
新
規
訳
出
に
際
し
て
、
女
帝
君
臨
と
い
う

事
実

の
上
に
立
つ
て
手
を
加
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
或
は
、
武

后
の
意
を
承
け
て
、
こ
の
よ
う
に
細
工
し
た
の
で
あ

つ
た
か
も
知
れ
な

い
の
で
あ
る
。

次
に
山
の
涌
出
の
こ
と
で
あ
る
。

垂
洪
二
年

(六
八
六
)
十
月
、
新
豊
郡
東
南
に
山
が
涌
出
し
、
武
后
は

(6
)

瑞
象
で
あ
る
と
言

つ
て
、
地
名
を
慶
山
県
と
更
め
て
い
る
が
、
宝
雨
経

訳
出
は
、
こ
の
数
年
後

の
こ
と
で
あ
る
。
新
山
湧
出
の
こ
と
は
、
矢
吹

(7
)

博
士
が
注
目
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ゆ
る
武
后
登
極
識
疏
の
中
に
も

宝
雨
経
を

め
ぐ

る
若
干

の
考
察

(
滋
野
井
)
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引
用
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
新

山
湧
出
と
い
う
天
変
を
経
文
の
中
に
採
り
入
れ
て
、
或
る
種
の
目
的
に

利
用
し
た

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
無
理
で
は
あ
る

ま
い
。

月
光
天
子
の
こ
と
と
言

い
、
山
の
こ
と
と
言
い
、
女
帝
登
極
が
仏
の

懸
記
に
か
な
つ
た
こ
と
と
し
て
喧
伝
す
る
に
好
都
合
で
あ
る
こ
と
、
大

雲
経
と
軌

を

一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
宝
雨
経
が
大
雲
経
と
並
び
も
て

は
や
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
所
に
根
拠
が
有

つ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

更
に
、
輪
王
位
を
得
る
と
い
う
条
で
あ
る
。

武
周
時
代
に
お
い
て
、
武
后
の
称
号
は
し
ば
し
ば
変
更
を
見
て
い
る

が
、
長
寿
二
年

(六
九
三
)
九
月
乙
未
に
、
武
承
嗣
ら
が

「金
輪
聖
神
皇

帝
」
の
号

を
用
い
ら
れ
ん
こ
と
を
願
い
出
た
の
を
聴
し
、
そ
れ
と
と
も

(
8
)

に
、
金
輪
等
七
宝
を
作
つ
て
い
る
。
金
輪
が
、
輪
王
と
密
接
な
関
係
を

有
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、

こ
こ
に
多
言
を
弄
す

る
こ
と
も
あ
る
ま

い
。
尊
号
を
進
め
た
人
々
の
中
心
に
居
た
武
承
嗣
は
武
后
の

一
族
で
あ

る
。
し
こ
う
し
て
、
「輪
王
位
を
得
る
」
と
説
い
た
宝
雨
経
の
訳
了
は
、

加
号
を
顧

い
出
る
数

日
前

の
こ
と

で
あ

る
。
経
文
中
に

「輪

王
位

云

々
」
の
語
が
有
る
こ
と
を
知

つ
た
武
承
嗣
等
が
、

一
芝
居
打

つ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
月
光
天
子
が
親
史
多
天
宮
に
往
詣
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

醇
懐
義
等
が
、
武
后
を
弥
勒

の
化
身
と
言
い
ふ
ら
し
た
こ
と
は
あ
ま

り
に
も
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
宝
雨
経
訳
出
後

に
な
つ
て
、
武
后
と
弥

(
9
)

勒
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
著
し
く
表
面
化
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
こ
と
を
眺
め
る
時
、

「観
史
多
天
云
々
」

の
文

も
、
軽

々
し

く
扱
う
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

上
述
の
四
項
は
、

い
さ
さ
か
我
田
引
水
的
な
見
解
と
考
え
ら
れ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、

こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
に
は
理
由
が
有
る
。

宝
雨
経
の
訳
者
は
達
摩
流
支
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
醇
懐
義

が
監
訳
に
当
つ
て
い
た
。
醇
懐
義
の
事
跡
は
旧
唐
書
巻

一
八
三
の
同
人

の
伝
に
詳
し
い
が
、
武
后
時
代
の
偽
濫
僧

の
筆
頭

に
挙
げ
ら
れ
る
人
物

で
、
武
后
の
寵
愛
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
非
法
を
行
な
つ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の

一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
例

が
有

る
。大

谷
大
学
所
藏

の
敦
燈
古
写
経
の
中
に
阿
毘
曇
経
な
る
尾
題
を
も
つ

も
の
が
あ
り
、
そ
の
蹟
に

「
法
明
訳

懐
義
校
云
々
」
な
る
文
字
が
記

さ
れ
て
い
る
。

一
見
、
法
明
が
訳
し
て
懐
義
が
そ
れ
を
校
し
た
か
に
見
え
る
が
、
実

は
そ
う
で
な
い
。
法
明
訳
阿
毘
曇
経
と
称
さ
れ
る
も
の
は
、
前
秦

の
僧

伽
提
婆

・
竺
仏
念
共
訳
の
阿
毘
曇
八
腱
度
論
で
あ
り
、
秦
経
の
晶
末
に

見
ら
れ
る
所
の

「梵
本

一
百
八
十
四
首
盧

秦

一
千
六
百
六
十
四
言
」
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な
る
記
述

の
、
梵
を
胡
と
改
た
め
、
「秦
」
字
を
抜
く
と
言

つ
た
類

の

細
工
を
施

こ
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
o
つ
ま
り
、
已
に
漢
訳
さ
れ
て
い

(
1
0
)

た
経
典
を
、
あ
た
か
も
法
明
が
新
規
に
訳
し
、
懐
義
が
校
し
た
か
の
如

く
に
見
せ
か
け
る
と
い
う
恥
知
ら
ず
な
行
為
を
す
ら
敢
え
て
為
し
た

の

(
1
1
)

で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
事
を
考
え
る
時
、
宝
雨
経
に
曲
筆
が
行
な
わ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
も
、
け
だ
し
自
然
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
以
上
に
尽
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
宝
雨
経
の
訳
場
に
連
な
つ

た
人

々
を
見
る
と
、
経
文
に
舞
文
曲
筆
が
行
な
わ
れ
て
も
不
思
議

で
は

な
い
よ
う
な
感
を
強
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

宝
雨
経

の
訳
場
列
位

(敦
煙
出
土
、
S
二
二
七
八
に
よ
る
)
は

大
白
馬
寺
大
徳
沙
門
懐
義
藍
訳

南
印
度
沙
門
達
摩
流
支
宣
釈
梵
本

中
印
度
王
使
沙
門
梵
摩
兼
宣
梵
本

京
済
法
寺
沙
門
戦
陀
訳
語

仏
授
記
寺
沙
門
慧
智
証
訳
語

仏
授
記
寺
沙
門
道
昌
証
梵
文

天
宮
寺
沙
門
達
摩
難
陀
証
梵
本

大
周
東
寺
都
維
那
清
源
県
開
国
公
沙
門
処
一
筆
受

仏
授
記
寺
都
維
那
昌
平
県
開
国
公
沙
門
徳
感
筆
受

仏
授
記
寺
沙
門
思
玄
綴
文

長
寿
寺
主
沙
門
知
激
綴
文

仏
授
記
寺
都
維
那
賛
皇
県
開
国
公
沙
門
知
静
証
義

大
周
東
寺
都
維
那
予
章
県
開
国
公
沙
門
恵
蝦
証
義

天
宮
寺
上
座
沙
門
知
道
証
義

大
周
東
寺
上
座
江
陵
県
開
国
公
沙
門
法
明
証
義

長
寿
寺
上
座
沙
門
知
機
証
義

大
奉
先
寺
上
座
当
陽
県
開
国
公
沙
門
慧
陵
証
義

仏
授
記
寺
沙
門
神
英
証
義

仏
授
記
寺
主
渤
海
県
開
国
公
沙
門
行
感
証
義

京
西
明
寺
沙
門
円
測
証
義

婆
羅
門
僧
般
若
証
義

婆
羅
門
臣
李
無
詔
訳
語

婆
羅
門
臣
度
破
具
写
梵
本

鴻
州
慶
山
県
人
臣
叱
干
智
藏
写
梵
本

婆
羅
門
臣
迦
葉
烏
担
写
梵
本

婆
羅
門
臣
条
利
烏
台
写
梵
本

尚
方
監
匠
臣
李
審
恭
装

専
当
典
井
写
麟
台
楷
書
令
史
臣
徐
元
処

専
当
使
文
林
郎
守
左
衛
颯
二
府
兵
曹
参
軍
臣
傅
守
真

勅
槍
校
翻
経
使
典
司
賓
寺
府
趙
思
泰

勅
捻
校
翻
経
使
司
賓
寺
録
事
摂
丞
孫
承
辟

と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
人

々
の
う
ち
、
某
県
開
国
公
と
な

つ
て
い
る
僧
は
、
大
雲

経
疏
作
成
に
関
係
有
り
と
目
さ
れ
る
こ
と
、
矢
吹
博
士
の
指
摘
さ
れ
た

宝
雨

経
を
め
ぐ
る
若

干

の
考
察

(
滋
野
井
)
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こ
と
で
あ
り
、
今
更
多
言
を
要
す
ま
い
。
し
か
し
、
訳
場
参
加
者
そ
の

他
に
つ
い
て
は
、
更
に
次
の
よ
う
に
つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

諸
僧

の
住
寺
と
し
て
、
大
周
東
寺
と
か
、
仏
援
記
寺

・
大
奉
先
寺
と

か
が
出

て
く
る
が
、
こ
の
寺

々
は
、
武
后
若
し
く
は
醇
懐
義
と
因
縁
浅

か
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
先
ず
大
周
東
寺
で
あ
る
が
、
こ
の
寺
は
洛
陽
に

在
つ
た
寺
で
、
武
后
の
母
楊
氏
の
旧
宅
を
、
武
后
の
意
志
に
よ
つ
て
寺

(
1
2
)

と
し
た
も
の
で
あ

つ
た
。
次
に
、
仏
授
記
寺
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

に
言
わ
れ
て
い
る
。

洛
陽
に
お
い
て
高
宗
武
太
后
の
た
め
に
敬
愛
寺
が
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
懐

(
1
3
)

義
が
そ
の
内
に
別
殿
を
作
り
、
仏
授
記
寺
と
称
し
た
。

と
。
ま
た
、
大
奉
先
寺
で
あ
る
が
、

こ
の
寺
は
、
竜
門
の
大
奉
先
寺
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
若
し
然
り
と
せ
ば
、
次
の
如
き
事
情
が
存
す
る

の
で
あ

る
。

高
宗
皇
帝
の
時
、
勅
し
て
竜
門
に
大
毘
盧
舎
那
像
を
造
ら
し
め
た
が
、

皇
后
武
氏

(則
天
武
后
)
は
、
二
万
銭
を
以
つ
て
そ
の
功
を
助
け
た
。
調

(
1
4
)

露
二
年

(
六
八
○
)
、
大
像
の
南
に
大
奉
先
寺
を
勅
建
し
た
云
々
。

更
に
長
寿
寺
に
関
し
て
言
え
ば
、
唐
会
要
巻
四
八
に

「長
寿
元
年
、

武
后
称
歯
生
髪
変
、
大
赦
改
元
、
伍
置
長
寿
寺
」
と
い
う
記
載
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
た
、
武
后
と
因
縁
深
い
寺
と
せ
ね
ば
な
る
ま

い
。右

の
よ
う
な
寺
に
籍
を
置
く
僧
達
が
、
武
后
や
懐
義
と
没
交
渉
で
あ

つ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
仏
授
記
寺
徳
感
の
如
き
は
高
僧
と
し
て
そ

の
名
を
宋
高
僧
伝
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
処

一
・
行
感
等
も
、
菩
提
流

志

(達
摩
流
支
)
の
二
〇
部
に
上
る
経
典
訳
出
に
当
つ
て
、
筆
受
そ
の
他

の
重
責
を
荷
つ
て
い
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
、
当
時
、
世
間
に
名
を
知
ら

れ
た
人

々
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
有
名
な
僧
で
あ
れ
ば
な
お
更
、

あ
る

目
的
の
為
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
と
も
言
え
よ
う
。
或
は
自

ら
の
意
志
で
名
聞
を
求
め
て
行
動
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

他
に
鴻
州
慶
山
県
の
人
叱
干
智
藏
が
注
目
さ

れ
る
。
こ
の
人
の
詳
細

は
不
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
出
身
地
た
る
鴻
州
慶
山
県
と
い
う
の
は
、
先

に
述
べ
た
所
の
新
山
涌
出
の
地
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
旧
唐
書
地

理
志
の
記
述
に
よ
る
と
、
新
豊
県

(慶
山
県
)
は
、
天
授
二
年

(六
九
一
)

か
ら
約

一
〇
年
間
鴻
州
に
属
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
宝
雨
経
の

文
中
に
新
山
湧
出
と
い
う
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

の
は
、
こ
の
人
の
細
工

で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
、
宝
雨
経
の
訳
場
に
連
な
つ
た
人

々
の
周
辺
を
眺
め
て
見
た
わ

け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
本
経
に
舞
文
曲
筆
が
加
え
ら
れ
る
可

能
性
が
小
さ
く
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
人

々
が

介
在
す
る
と
こ
ろ
に
、
宝
雨
経
の
異
状
部
分
が
作
り
出
さ
れ
た
も
の
と

考
え
る
の
で
あ
る
。

宝
雨
経
が
武
周
革
命
と
関
係
を
も
つ
こ
と
は
、
己
に
先
学
に
よ
つ
て

説
述
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
、

こ
こ
に
、
先
学
が
着
目
さ
れ
た

の
と
は
別
の
部
分
を
採
り
上
げ
て
、
本
経
に
ま

つ
わ
る
問
題
を
指
摘

し
、
あ
わ
せ
て
武
周
時
代
の
仏
教
の
一
面
を
窺

つ
た
次
第
で
あ
る
。
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ー

コ
ニ
階
教

の
研
究
L

七
四
八
ぺ
ー

ジ
以
下
。

2

「
仏

書
解
説
大
辞
典
」
、
除
蓋
障
菩
薩
所
問
経

の
項

参
照
。

3

同

博
士
、
前
掲
書
。

七
五
五
ぺ
ー

ジ
。

4

矢

吹
博

士
前
掲
書
。

塚
本
善
隆
博
士
、

国
分
寺

と
階
唐

の
仏
教
政
策
並

び
に
官
寺

(
日
支
仏
教
交
渉
史
研
究
、

所
収
)

等
参
照
。

5

当

時
、
中
国
仏
教
界

で
は
、
仏
滅
後

一
五
〇
〇
年

を
過
ぎ
、

第

四
次

の

五
〇
〇
年

に
入

っ
た
と
意
識

し
て
い
た
。

6

「
旧
唐
書
」

巻
三
七

・
五
行
志
。

同
書
巻

三
八

・
地

理
志
。

「
新
唐
書
」

巻
四

・
武
后
本
紀
。

7

本
疏
製
作

は
天
授
元
年

(
六
九
〇
)

と
推
測

さ
れ
る
。
疏
文

は

「
三
階

教

の
研
究
」

に
収

め
ら
れ
て

い
る
が
、
敦
煙
出
土

の

ス
タ
イ

ン
本
六
五
〇

二
号

は
、
同
種

で
あ
り
、

し
か
も
、

よ
り
長
文

で
あ
る
。

8

「
新
唐
書
」
巻
七
六
、
則

天
順
聖
皇
后
伝
。

9

証
聖
元
年

(
六
九
五
)

正
月
に
慈
氏
越
古
金
輪

聖
神
皇
帝

と
号

し
た
。

ま
た
、

こ
の
月

に
明
堂
が
炎
上
し
た
こ
と
に

つ
い

て

「
弥
勒
成
道

の
瑞
で

あ
る
」

と
言

っ
た
者
が
居

る
。

m

法
明

は
大
雲
経
疏

の
作
成
や
宝
雨
経

訳
出

に
当

っ
て
、
阿
毘
曇
経

の
時

と
同

じ
く
懐
義

と
と
も
に
名
を
出
し

て
い
る
が
、

提
雲
般
若
や
義
浄

の
訳

揚

に
連

な

っ
て
証
義

の
責
を
果
た
し
た
人
物

で
あ
る
。

人
物

の
ほ
ど
は
さ

て
お
き
、

か
な
り

の
学
匠
で
あ

っ
た
と
思

わ

れ

る
。

醇

懐
義

に

利
用

さ

れ
、
操

ら
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

11

野

上
俊
静
博

士
、
敦
煙
本
阿
毘
曇
経
巻
廿
六

の
蹟

に

つ
い
て

(
大
谷
大

学
所
藏
敦
煙
古

写
経
、

所
収
)

参
照
。

12

「
開
元
釈
教
録
」
巻
九
。

「
唐
会
要
〔

巻

四
八

・
寺
。

13

「
旧
唐
書
」
巻

一
八
三

・
醇
懐
義

伝
。

14

「
金

石
葦
編
」

巻
七
三

・
奉
先
寺
寵
記
。

宝
雨
経

を
め
ぐ
る
若
干

の
考
察

(
滋
野
井
)
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